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第
2
回
ア
ジ
ア
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン
柔
道
大
会（
第
10
回
記
念
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
）Ｍ
９
ク
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
81
㎏
級
優
勝

　

  　

平
成
16
年
よ
り
赤
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
副
本
部
長
、
平
成
19
年
よ
り
赤
穂

市
柔
道
協
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
柔

道
協
会
の
発
展
に
貢
献
し
、
青
少
年
の

健
全
育
成
と
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

赤
穂
東
中
学
校 

音
楽
部（
33
名
）

　

  

平
成
26
年
度
兵
庫
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞

松
本

　
優
香（
有
年
中
3
年
・
東
有
年
）

　

  

平
成
25
年
度
少
年
の
主
張
兵
庫
県
大
会

「
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
３
」最

優
秀
賞

　

  

第
35
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会
〜
わ
た

し
の
主
張
２
０
１
３
〜
国
立
青
少
年
教

育
振
興
機
構
理
事
長
賞

坂
越
の
船
渡
御
祭
保
存
会

　

坂
越
の
船
祭
の
伝
承
と
そ
れ
に
必
要
な

用
具
類
の
修
理
維
持
及
び
補
充
、
調
査
研

究
等
を
目
的
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
20
年

に
わ
た
っ
て
神
社
・
地
域
と
連
携
し
て
船

祭
の
伝
承
に
努
め
、
坂
越
の
伝
統
文
化
の

継
承
と
保
存
に
貢
献
す
る
な
ど
、
地
域
文

化
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

千
﨑

　
勝
廣（
平
成
町
）

　

一
陽
会
全
国
展
を
は
じ
め
、
兵
庫
県
県

展
や
赤
穂
市
美
術
展
な
ど
数
多
く
の
展
示

会
に
出
展
し
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
て

い
る
。
高
齢
者
大
学
や
児
童
館
他
に
て
水

彩
画
教
室
・
絵
手
紙
教
室
の
講
師
を
務
め
、

ま
た
赤
穂
美
術
協
会
副
会
長
と
し
て
芸
術

文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

原
田

　
大
輝（
高
砂
市
）

　

  

第
2
回
ア
ジ
ア
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン
柔
道
大
会（
第
10
回
記
念
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
）Ｍ
１
ク
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
66
㎏
級
優
勝

馬
場

　
猪
虎
雄（
加
里
屋
）

　

  

第
2
回
ア
ジ
ア
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン
柔
道
大
会（
第
10
回
記
念
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
）Ｍ
８
ク
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
66
㎏
級
第
３
位

宮
内

　
唯
成（
相
生
産
業
高
3
年
・
坂
越
）

　

  

第
17
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選

抜
大
会
男
子
自
由
単
独
演
武
第
２
位

　

  

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
少
林
寺
拳
法
競
技
大
会
男
子
単
独

演
武
第
２
位

吉
田

　
昭
親（
加
里
屋
）

住
田

　
秀
義（
惣
門
町
）

　

  

第
26
回
全
国
健
康
福
祉
祭
こ
う
ち
大
会 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２ 

０
１
３
弓
道
大
会
団
体
第
３
位

岡
　
正
樹（
中
広
）

　

  

第
1
回
全
日
本
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
優
勝

村
上

　
博
樹（
塩
屋
）

　

  

第
1
回
全
日
本
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
第
２
位

赤
穂
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
学
男
子

（
千
代
延
幸
之
朗
、
田
中
健
庸
、
板
垣
萩
）

　

  

第
23
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合

競
技
大
会
中
学
生
男
子
団
体
の
部
優
勝

赤
穂
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
学
女
子

（
大
河
雅
、
中
丁
美
乃
、
橋
本
采
佳
）

　

  
第
23
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合

競
技
大
会
中
学
生
女
子
団
体
の
部
優
勝

市
川

　
華
愛（
姫
路
商
業
高
2
年
・
元
沖
町
）

　

  

第
66
回
兵
庫
県
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
2
年
女
子
走
幅

跳
優
勝

上
鍵

　
政
隆（
龍
野
高
1
年
・
朝
日
町
）

　

  

第
66
回
兵
庫
県
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
1
年
男
子
走
高

跳
優
勝

小
林

　
　
朝（
福
浦
・
赤
穂
西
中
1
年
）

　

  

第
45
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
出
場
選
手
兵
庫
県
最
終
選
考

会
1
年
女
子
８
０
０
ｍ
優
勝

亀
井

　
健
太
郎（
倉
敷
市
・
関
西
福
祉
大
2

年
）

　

  

兵
庫
県
大
学
生
新
人
剣
道
大
会
男
子
個

人
戦
の
部
優
勝

三
村

　
泰
生（
高
野
・
坂
越
小
1
年
）

　

  

第
54
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権
大

会
形
小
学
校
１
年
生
男
子
第
５
位

長
崎

　
ひ
な（
塩
屋
・
赤
穂
高
2
年
）

　

  

第
31
回
兵
庫
県
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法

新
人
大
会
女
子
自
由
単
独
演
武
優
勝

　

  

第
58
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
女
子
単
独
演
武
優
勝

　

  

２
０
１
４
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫
県
大
会

単
独
一
般
有
段
優
勝

　

  

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
少
林
寺
拳
法
競
技
大
会
女
子
単
独

演
武
第
４
位

前
田

　
美
玖（
高
野
・
坂
越
中
2
年
）

　

  

第
37
回
兵
庫
県
Ｊ
Ｏ
Ｃ
夏
季
水
泳
大

会 

女
子
13
・
14
才
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー
優
勝

三
谷

　
勝
彦（
塩
屋
）

　

  

第
53
回
兵
庫
県
視
覚
障
害
者
サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
大
会
・
第
8
回
兵
庫

県
障
害
者
の
じ
ぎ
く
ス
ポ
ー
ツ
大
会
Ⅰ

部
男
子
の
部
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
振
興
者
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
銀
賞

池田　正男
（上仮屋）

▽

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
振
興
者
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
銀
賞

▽

▽▽

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
振
興
者
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
銀
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
振
興
者
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
銀
賞

▽▽

▽▽▽▽▽

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
振
興
者
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
銀
賞

▽▽▽

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

赤穂市
文化賞スポーツ賞
４団体18人が受賞
11月３日に文化会館で平成26年度赤穂
市文化賞・スポーツ賞の表彰式が行わ
れました。受賞者とその功績は次のと
おりです。（敬称略・学年表示は大会等
の開催時による）

　教育委員会では、学校給食の普及充実などを図る
ために、市内の小中学生から標語を募集したところ、
2,466点（中学校754点、小学校1,712点）の応募をいた
だきました。
　審査の結果、次の皆さまが入賞されました。最優秀
賞作品については、給食配送車のコンテナ両側面に貼
付け、市民啓発を図ります。
　受賞作品については、11月初旬から２週間、市役所
エントランスホールに展示するほか、11月18日坂越小
学校で開催の西播磨地区学校給食研究協議会「学校食育
実践研究大会（中・西播磨地区大会）」で紹介します。
●最優秀賞 （敬称略）
　給食は　栄養まんてん　笑顔の輪
 寺内　素子（有年中３年）　
　今日も一番　ごちそうさまの　ぼくの声
 山本　夢大（赤穂西小５年）
●優秀賞
　旬の味を　食べてうれしい　学校給食
 井川　智裕（赤穂西中２年）
　忘れない　みんなと食べた　あの風景
 松井　優弥（坂越中３年）　
　ふるさとの　おいしさぎっしり　赤穂産デー
 有吉　宥人（塩屋小５年）　
　四時間目　おなかのチャイムが　止まらない
 山脇　映空（御崎小５年）　

　市では、思いやりの心あふれる地域づくりをめざし、
人権意識を高めるため、作文・標語・ポスターを募集
したところ、作文309編、標語583点、ポスター 125
点の応募をいただきました。
　審査の結果、次の皆さまが入賞され11月29日開催
の「人権を考えるつどい」の席で表彰式を行います。

 （敬称略）
●  作文の部　 ▽最優秀賞＝八木美咲希（塩屋小５年）
　  ▽優秀賞＝井上瑛太郎（城西小６年）、色波蔵之介（高
雄小６年） ▽優良賞＝古谷成（坂越小３年）、谷口翔
大（赤穂小６年）、青山奈美（赤穂西中３年）
●  標語の部　 ▽最優秀賞＝杉本亜美（赤穂西小４年）

　   ▽ 優秀賞＝上田紗希（赤穂東中１年）、山本泰斗（赤
高２年） ▽優良賞＝石原琉音（赤穂東中１年）、小川
紗代（坂越中３年）、近平和也（赤高１年）

●  ポスターの部　 ▽最優秀賞＝網本美樹（塩屋小６
年） ▽優秀賞＝森谷真樹（赤穂小５年）、石本真子（坂
越中３年） ▽優良賞＝板橋柚季（城西小１年）、有岡
篤司（高雄小３年）、上脇ほのか（有年中２年）

　応募いただいた多くの皆さまに、心より厚くお礼申
しあげます。この作品は、人権啓発の場で発表、活用
させていただきます。

　

市
で
は
、
市
民
主
体
に
よ
る
津
波
避
難
、
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
平
時
よ
り
津
波
の
脅
威
を
十
分
認
識
し
、
津
波
に
対
す
る
備
え

を
強
化
し
、
い
ざ
と
い
う
時
、
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
訓
練
日
時　

11
月
16
日（
日
） 

午
前
９
時
〜
11
時

●
訓
練
実
施
地
区　

坂
越
地
区 

ほ
か

●  

訓
練
想
定　

11
月
16
日
午
前
９
時
00
分
、
四
国
及
び
和
歌
山
沖
を
震

源
と
す
る
、
Ｍ
９
・
１
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
。
赤
穂
市
で

は
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
記
録
し
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
一
帯
に「
大
津
波
警

報
」が
発
令
さ
れ
た
。
赤
穂
市
沿
岸
部
に
津
波
が
到
達
す
る
の
は
、
約

１
２
０
分
後
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

●  

訓
練
項
目　

災
害
対
策
本
部
設
置
・
運
営
訓
練
、
避
難
広
報
訓
練
、
情

報
伝
達
訓
練
、
避
難
者
確
認
・
誘
導
訓
練
、
防
潮
扉
等
閉
鎖
訓
練
、
緊

急
物
資
搬
送
訓
練
、
防
災
食
炊
出
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練 

ほ
か

●  

訓
練
参
加
機
関　

坂
越
地
区
自
治
会
、
赤
穂
警
察
署
、
海
上
保
安
庁
第

５
管
区
姫
路
海
上
保
安
部
、
赤
穂
市
消
防
団
、
赤
穂
市
、
赤
穂
市
消
防

本
部 

ほ
か

●  

訓
練
実
施
に
伴
う
お
願
い　

津
波
避
難
訓
練
開
始
の
呼
び
か
け
に
、
坂

越
地
区
で
は
サ
イ
レ
ン
等
の
使
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
担
当　

☎
43
・
６
８
６
６

学校給食標語コンテストの
入賞者決定

人権作文・標語・ポスターの
入賞者決定

赤穂市津波避難・
情報伝達訓練を
実施します

11月16日（日）
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保健センター　☎４３・９８５５ 健康ページ

年に一度は歯科健診

ママの集い参加者募集

～成人歯科健診を
 受けましょう～

ママの集いで、ママ友達を
つくりましょう！

女性がん検診
を実施してい
ます！

　赤穂市では、年間を通して成
人歯科健診を実施しています。
●  対象者　40歳以上の人
●  健診の種類　 歯科医師によ
る問診・口腔内診査
●受診者負担金　無料
●  申し込み　受診には予約が
必要です。事前に希望の医療
機関にお申し込みください。
●問い合わせ先
　保健センター☎４３・９８５５

●  日時　12月～３月
　午前９時30分～ 11時30分
●  募集人員　０歳～３歳の子
どもを持つ母親15名（ボラ
ンティアによる託児あり）
先着順
●  申込期間　11月14日（金）
～ 11月28日（金）
●  申し込み先　保健センター
 ☎４３・９８５５

　７月から実施してい
る女性がん検診は受診
されましたか？「忙し
いから…」「自分は大丈
夫…」そんな理由から、
がん検診を避けていま
せんか？
　初期のがんは痛みな
どの自覚症状がなく、
発見された時には、か
なり進行しているとい
う例が少なくありませ
ん。しかし、子宮頸がん、
乳がんは検診による早
期発見が可能です。
　また女性がん検診時
に乳幼児を保健セン
ターでお預かりし（無
料）、医療機関で検診を
受診していただくこと
もできます。１年に１
回、検診を受診し、健
康管理に努めていきま
しょう。

歯
と
治
療
を
こ
わ
す
ク
セ
？

前
田
歯
科
医
院

 

前
　
田

　  

　
均

　

す
ぐ
に
虫
歯
に
な
る
・
・
・
。

　

な
か
な
か
歯
周
病
が
治
ら
な
い

…
。

　

詰
め
た
り
、
被
せ
た
り
し
た
物

が
す
ぐ
に
取
れ
る
…
。

　

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
も
し
か
し
た
ら
、
歯
の
接
触

癖
が
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
間
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
の

時
、
唇
は
閉
じ
て
い
て
も
上
下
の

歯
は
接
触
し
て
い
な
い
の
が
普
通

で
す
。
食
事
を
し
た
り
、
会
話
を

す
る
時
に
瞬
間
的
に
触
れ
合
う
だ

け
で
、
１
日
の
接
触
時
間
を
合
計

し
て
も
20
分
以
下
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
筋
力
は
強

い
力
を
長
時
間
持
続
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
弱
い
力
で
あ
れ

ば
長
時
間
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
軽
い
力
で
あ
っ
て
も
習

慣
的
に
圧
迫
さ
れ
続
け
る
こ
と
に

よ
り
、
歯
に
細
か
い
ヒ
ビ
が
入
り
、

欠
け
て
い
き
ま
す
。
特
に
歯
の
根

元
近
く
は
傷
み
や
す
く
汚
れ
も

た
ま
り
や
す
い
の
で
、
虫
歯
や
知

覚
過
敏
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
な

り
ま
す
。
歯
の
接
触
癖
の
た
め
に

歯
を
支
え
て
い
る
骨
に
負
担
が
か

か
り
続
け
る
と
、
歯
の
周
り
の
組

織
も
炎
症
を
起
こ
し
、
歯
周
病
が

悪
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
治
療
し
て
歯
に
被

せ
物
や
詰
め
物
を
し
て
も
、
歯
の

接
触
癖
が
あ
る
と
余
計
な
負
担
が

か
か
っ
て
し
ま
い
、
耐
久
性
が
落

ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

無
意
識
の
癖
と
い
う
の
は
自
分

で
は
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
で
す
。

テ
レ
ビ
を
み
て
い
る
時
、
車
の
運

転
を
し
て
い
る
時
な
ど
、
歯
と
歯

が
噛
み
合
っ
て
い
な
い
か
ち
ょ
っ

と
意
識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
歯

の
接
触
癖
に
気
付
い
た
時
は
鼻
か

ら
息
を
吸
っ
て
口
か
ら
ゆ
っ
く
り

吐
き
出
す
よ
う
に
し
て
深
呼
吸
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
然
と
歯
と

歯
が
離
れ
ま
す
。
こ
れ
を
日
々
の

中
で
繰
り
返
し
て
い
く
事
で
歯
の

接
触
癖
が
少
し
ず
つ
改
善
し
て
歯

の
負
担
も
減
っ
て
い
き
ま
す
。
早

速
、
今
日
か
ら
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

●成人歯科健診実施医療機関
医療機関名 所在地

ＴＥＬ 医療機関名 所在地
ＴＥＬ

赤井歯科医院 中広
４２・２２１３ シオヤ赤井歯科医院 新田

４５・０２３４

あきた歯科 加里屋
４６・０１７７ 谷野歯科医院 尾崎

４２・２１３１

赤穂はくほう会病院 加里屋
４５・１１１１ 田原歯科医院 山手町

４２・１３８８

内田歯科医院 加里屋中洲
４２・０５７８ 茶谷歯科医院 松原町

４５・２５７０

内田デンタルクリニック 上仮屋北
４３・８２４５ とね歯科クリニック 尾崎

４６・３８００

加藤歯科医院 坂越
４８・８１１８ 中田第２歯科医院 南野中

４５・１２０１

亀井第二歯科医院 加里屋
４５・１１８１ 前田歯科医院 加里屋南

４３・６３００

川西歯科医院 加里屋
４２・２１８０ 三宅第二歯科医院 加里屋

４３・８７９９

木南歯科医院 大町
４２・０５５８ 山根歯科医院 新田

４２・０７７７

米谷歯科医院 加里屋
４３・１２６０

日　程 内　　容 担当者
１ 12月11日㈭「さあ、みんなで友達をつくろう」保健師
２ 12月25日㈭ 座談会「子育ての悩み解決①」 保健師・栄養士

３ １月８日㈭ 話「自分がいきいき見える色につ
いて」

美容アドバイザー・
保健師

４ １月19日㈪ 体操「リラックス体操で身体の疲
れをほぐそう」

市民総合体育館指
導員・保健師

５ ２月12日㈭「ママの歯も大切に」 歯科衛生士・保健
師

６ ２月26日㈭ 座談会「子育ての悩み解決②」 保健師・栄養士

７ ３月10日㈫「おいしい料理のポイント」 赤穂市いずみ会・
栄養士

８ ３月26日㈭ 話「自分自身の身体・家族計画に
ついて」 助産師・保健師

　
「
我
が
家
の
食
育
お
弁
当
」を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
親
子
の
部
門
56
作
品
、
一
般
の

部
門
14
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

70
作
品
の
中
か
ら
８
作
品
が
書
類
選
考

で
選
ば
れ
、
9
月
28
日
に
市
民
会
館
で
２

次
審
査
の
お
弁
当
づ
く
り
を
実
施
。

　

完
成
し
た
お
弁
当
は
、「
陣
た
く
ん
」や

「
リ
ラ
ッ
ク
マ
」な
ど
を
か
た
ど
っ
た
か
わ

い
い
お
弁
当
や
、
旅
行
で
訪
れ
た「
淡
路
花

さ
じ
き
」を
再
現
し
て
作
っ
た
お
弁
当
な
ど

見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
く
な
る
逸
品
ば
か

り
で
し
た
。

　

審
査
は「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ
ろ
い

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
か
」「
地
元

の
食
材
が
使
わ
れ
て
い
る
か
」「
独
自
の
創

意
工
夫
が
あ
る
か
」「
調
理
の
楽
し
さ
が
込

め
ら
れ
て
い
る
か
」を
基
準
に
審
査
員
が
厳

正
に
行
い
、
最
優
秀
賞
や
親
子
賞
な
ど
４

賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
、
総
合
福
祉
会
館
で「
あ
こ
う

食
育
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
人

が
来
場
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
食
育
ク
イ
ズ

な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
赤
穂
市
い
ず
み
会

の
手
作
り
お
か
ら
ク
ッ
キ
ー
と
豚
汁
風
す
い

と
ん
が
振
る
舞
わ
れ
大
好
評
。

　

地
産
地
消

コ
ー
ナ
ー
で

は
、
生
産
者

と
会
話
を
し

な
が
ら
旬
の

農
作
物
や
加

工
品
を
購
入

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食

育
お
弁
当
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者

は
来
場
者
に
祝
福
さ
れ
な
が
ら
、
受
賞
の

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

料
理
研
究
家
坂
本
廣
子
氏
の
講
演
会
で

は
、「
未
来
に
つ
な
が
る
食
育
の
す
す
め
〜

Ｎ
Ｈ
Ｋ〝
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん
〞産
み
の

親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

「
２
歳
児
か
ら
始
め
る
料
理
教
室
」の
体
験

談
な
ど
を
楽
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

食は生きる力
です。毎日の
食を見直し
て、できるこ
とから実践し
ましょう。
毎月19日は食
育の日です。

あこう食育フェア2014
を開催しました

コンテストを勝ち抜いた
４作品をご紹介します。

最優秀賞

親子賞

アイデア賞

審査員特別賞

「スタミナ陣たくん弁当」
 山谷有澄さん・明子さん

「陣たくん弁当」
 山口誉斗さん・真由美さん

「お母さんに」
 中川莉彩さん・己智子さん

「彩」 杉本美智子さん

食
育
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
決
定
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●実施保育所　御崎・坂越・有年保育所
●  対象児童　平成24年４月１日以前に生まれた児童と
その親 各30組

●活動日時　各月３回 午前10時～ 11時
●参加料　月額１，０００円
●  申込方法　11月25日（火） 午前10時30分までに、
希望保育所に申込書を提出してください。

※  定員を超えた時は、11月25日（火） 午前10時30分
に抽選を行いますので、お集まりください。各保育
所とも駐車スペースがありませんので、ご協力をお
願いします。

問御崎保育所　☎４２・３３３８
　坂越保育所　☎４８・８４５８
　有年保育所　☎４９・２２９７
　こども育成課　☎４３・７０６５

　市では臨時（パート）保育士を随時募集しています。
　市立保育所に勤務する保育士の産前産後休暇・育児
休業などの代替職員や、延長保育や一時保育を希望す
る児童を担当する保育士（短時間パート可）を募集して
います。
　受付は随時行いますので、保育士証（写）と履歴書（市
販の履歴書に写真を貼ってください）を添えて、こど
も育成課までご持参ください。

　広報あこう10月号でお知らせしました保育所入所児
童の募集について、現在、市立保育所で必要書類を配
布しています。詳細は、市ホームページ又は広報あこ
う10月号をご覧ください。平成27年度中に育児（産後）
休暇明けにより職場復帰するなど、年度途中で入所予
定の方もお申込みください。
問こども育成課　☎４３・７０６５

●申請期限
　子育て世帯臨時特例給付金　12月２日（火）まで
　臨時福祉給付金　平成27年１月５日（月）まで
●申請窓口及び問い合わせ先
　子育て世帯臨時特例給付金　
　　子育て健康課 ☎４３・６８０８
　臨時福祉給付金
　　社会福祉課 臨時福祉給付金担当 ☎４３・６９８６ 

　ひとり親家庭の経済的な自立を支援するため、市で
は就職に結びつきやすい資格を取得するための給付制
度があります。希望する人には、受講資格の有無、資
格取得への意欲や生活状況等、母子・父子自立支援員
が受講開始までに事前相談を行います。
問子育て健康課　☎４３・６８０８

●自立支援教育訓練給付金
　介護職員初任者研修、医療事務、歯科助手などの講
座を受けて資格を取る場合に、費用の４割を支給。（20
万円を上限とし、８千円未満は支給されません）
【対象講座】

　 ▽雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座
　 ▽就業に結びつく可能性の高い講座など

●高等職業訓練促進給付金
　対象資格取得のため、2年以上養成機関（学校）で修
業する場合に、高等職業訓練促進給付金を支給。（対象
者の所得等要件あり）
【対象資格】
　看護師、介護福祉士、保育士など
【給付月額】
　 ▽市民税が課せられない人＝100,000円
　 ▽それ以外の人＝70,500円

●子育て家庭ショートステイ事業
　児童を養育している家庭の保護者が、社会的な事由
（病気、育児不安、冠婚葬祭など）により、家庭におけ
る児童の養育が一時的に困難となった場合等に短期
間、児童等を児童福祉施設等に緊急一時的に預かるも
のです。（利用の際は、事前相談及び申請手続きが必要
です）
利用者一部負担金（1日につき）

問子育て健康課　☎４３・６８０８

キンダースクール第３期（12～２月）参加者募集

保育所臨時（パート）保育士を募集中

平成27年度保育所入所児童の募集について

子育て世帯臨時特例給付金・臨時福祉給付金の

申請はお済ですか？

ひとり親家庭のみなさんへ

区　　分 2歳未満児・
慢性疾患児 2歳以上児 緊急一時

保護の母親
生 活 保 護 世 帯 0円 0円 0円
市民税非課税世帯 1,100円 1,000円 300円
そ の 他 の 世 帯 5,350円 2,750円 750円

基本課題 施策の方向 事業の概要 実施状況 担当課

政策・方針決
定過程への女
性の参画の促
進

審議会委員等
への女性の参
画の推進

女性委員のいない審議会等の解
消に努め、女性の積極的な登用
の働きかけを行う。

女性を含む機関率 67.6％
（プラン策定時 61.3％） 関係各課

審議会等における女性委員比率
が30%以上になるよう努める。

女性委員率 19.0％ 
（プラン策定時 16.2％） 関係各課

基本目標１ 人権尊重と男女平等への意識改革

家庭生活への
男女共同参画
の促進

家事・育児・
介護等につい
ての男女協働
の促進

男性を対象にした家庭生活技術
習得講座等を開催する。

男性を対象とした料理教室を尾崎
公民館と赤穂西公民館で実施した。
その他男女を問わず募集した結果、
塩屋公民館と坂越公民館で実施し
た料理教室に男性参加者があった。

公民館

基本目標２ 家庭・地域における男女共同参画の推進

男女で共に担
う子育て・介
護の環境づく
り

多様な子育て
サービスの提
供

アフタースクールの内容の充実
を図る。
開所時間の延長、長期休暇中の
実施の検討。

開所時間や、長期休暇中の実施な
ど、運営に関して改善を図り実施
してきた。
御崎地区においてアフタースクー
ルを幼稚園から小学校に移転新設
した。
各アフタースクールにおいて、設
備等について改修等を行い施設環
境の充実を図った。

生涯学習課

基本目標４ 生涯にわたる健康と福祉の充実

総合的な推進
体制・進行管
理の充実

庁内推進体制
の充実

計画の進捗状況を的確に把握
し、施策のあり方や方向性を総
合的に調整する。

平成24年度末時点の進捗状況を取
りまとめ、審議会で報告し施策の
方向性を検討、進捗状況について
委員の意見を付し広報あこう並び
に赤穂市ホームページで公表した。
さらなる施策推進のため、平成26
年３月に第２次赤穂市男女共同参
画プランを策定した。

市民対話課

基本目標５ 推進体制の整備

問い合わせ先　市民対話課 人権・男女共同参画係　☎４３・６８１８

赤穂市男女共同参画審議会意見 

　この審議会は、男女共同参画社会の形成に関する重要事項を調査審議したり、市の施策の実施状況や苦情の申し出
に対して意見を述べるなどの役割をする市長の付属機関です。

事業実施状況、審議会などの詳しい内容は、市のホームページで公表しています。今後とも皆様のご理解・ご協力をお願いします。

赤穂市男女共同参画プランは、５
つの基本目標を設定し、平成16年
度からの10年間に取り組むべき具
体的な施策を掲げています。平成
25年度実施状況のうち、主なもの
は次のとおりです。

平成25年度 
赤穂市男女共同参画プラン
の実施状況を公表します

○  審議会の女性委員率は上昇傾向にあり、管理職の女性割合向上とも併せて、今後も取り組みを強化していくことが重要
である。
○  まちづくり活動を継続的に実施するためには、女性の積極的な参画が不可欠であり、女性の参画を促すような取り組み
を図っていく必要がある。
○  市職員の男女共同参画施策へのより一層の意識づけを行い、審議会での審議内容を所管での事業実施に反映させていか
なければならない。

基本目標３ 働く場における男女共同参画の推進

職場における
男女平等の実
現

男女の均等な
雇用機会・待
遇の確保

職業安定所、県立男女共同参画
センター、Hyogo しごと情報
ひろば等を積極的に活用し、情
報提供を行う。

職業安定所等と連携を図り、情報
の収集と提供に努めている。
西播磨地域人材確保協議会と連携
し、「西はりま就職フェアinあこう」
を赤穂市民会館において実施した。

産業観光課
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（3） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の
　　状況（平成26年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

円
317,176

円
371,688

歳月
40.3

円
278,650

円
303,154

歳月
48.9

区　分 平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢

清掃職員 円
290,004

円
330,338

歳月
45.2

給食調理員 241,833 250,562 51.9

用務員 273,369 286,854 51.6

運転手 285,830 324,806 49.6

その他 279,789 289,312 50.8

（技能労務職の内訳）

（4） ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

年　度 Ｈ24 Ｈ25

団体区分 赤穂市 赤穂市 県内の市平均 全国の市平均

指　　数 106.2
（98.1）

106.0
（97.9）

107.6
（99.4）

106.6
（98.5）

 ※（　）内は参考値
（注）１ 　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とし

た場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
　  　２ 　「参考値」は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定

特例法による措置がないとした場合の値です。

（5） 職員の初任給の状況（平成26年4月1日現在）

区　　分
赤穂市 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一　般
行政職

大学卒 178,800円 195,500円 総合職181,200円
一般職172,200円

総合職198,200円
一般職184,200円

高校卒 144,500円 157,200円 140,100円 148,500円

（6） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　（平成26年4月1日現在）

区       分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 282,850円 323,343円 349,317円

技能労務職 高校卒 206,600円 －円 284,500円

区　　分 7級 6級 5級

標 準 的 な 職 名 理　事 部　長
参　事 課　長

職 員 数 4人 19人 27人

構 成 比 2.0% 9.4% 13.3％

参
考

１年前の構成比 2.0% 10.4% 13.4％

５年前の構成比 2.9％ 9.7％ 12.7%

（7）一般行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）

4級 3級 2級 1級
計主　幹

係　長 主　査 主　事
技　師

事務員
技術員

57人 34人 43人 19人 203人

28.0％ 16.7％ 21.2％ 9.4％ 100％

13.9％ 35.6％ 16.3％ 8.4％ 100％

18.9％ 40.8％ 7.7％ 7.3％ 100％

（注） 赤穂市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

赤　　穂　　市 国

６月期
12月期 
　計　

期末手当
1.225月分 
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

６月期
12月期 
　計　

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置有 職制上の段階、職務の級等による加算措置有

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況
　期末手当は６月１日及び12月１日（基準日）にそれぞれ在職す
る職員の在職期間に応じて支給され、勤勉手当は基準日にそれぞれ
在職する職員に対し、基準日以前６ヵ月以内の期間におけるその者
の勤務成績に応じて支給されます。

（9）職員手当の状況
①平成25年度の期末手当・勤勉手当の状況

赤　　穂　　市 国

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

早期・定年
28.7875月分
38.955月分
55.86月分
55.86月分

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
21.62月分
30.82月分
43.7月分
52.44月分 

早期・定年
27.025月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　(2～ 20%加算 )
１人当たり平均支給額
　自己都合 7,563千円
　早期・定年 22,633千円

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　(3～ 45%加算 )

②平成25年度の退職手当の状況（平成26年3月31日現在）

（注）１ 　１人当たり平均支給額は、平成25年度に退職した全職種の
職員に支給された額の平均です。

　　  ２ 　国の支給率は、平成25年１月１日より改正されており、赤穂市
は平成25年４月１日より順次国と同じ率に改正を行っています。

手当支給職員の割合（普通会計） 25.6％

支給職員１人当たり平均支給年額 69,628円

手当の種類（手当数） 14

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当
清掃作業手当
し尿処理作業手当
夜間特殊業務手当

多くの職員に支給
されている手当

清掃作業手当
し尿処理作業手当
夜間特殊業務手当

③平成25年度の特殊勤務手当の状況

（注） １人当たり平均支給年額は、普通会計決算をもとに算出しています。

平成25年度
支給総額 96,674千円

職員１人当たり支給年額 240千円

平成24年度
支給総額 100,952千円

職員１人当たり支給年額 251千円

④時間外勤務手当の状況

Ｈ25.4.1
現在

Ｈ25.4.2 ～Ｈ26.4.1 H26.4.1
現在採用者 退職者

職員数 918 69 59 928

区分

部門

職員数
対前年
増減数 主な増減理由平成

25年
平成
26年

一
般
行
政
部
門

議 会 3 3

総務企画 58 60 2 震災復興派遣による増員等

税 務 16 15 △　1 正規職員を臨時職員に切替

民 生 76 70 △　6 養護老人ホームの廃止による減員等

衛 生 44 45 1 欠員補充

労 働 0 0

農林水産 12 11 △　1 退職不補充による減員

商 工 6 5 △　1 係長職兼務による減員

土 木 42 42

小計 257 251 △　6

特
別
行
政
部
門

教 育 110 113 3 事務量増大による増員等

消 防 100 100

小計 210 213 3

普通会計計 467 464 △　3

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 400 412 12 医師・看護師の増員等

水 道 25 25

下水道 11 12 1 欠員補充

その他 15 15

小計 451 464 13

合　　計 918 928 10

（1）採用・退職者数

（2）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

区分 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

職員数 0 53 111 92 71 109 103

区分 44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上 計

職員数 96 110 82 90 11 928

（3）年齢別職員構成の状況（平成26年4月1日現在）

（4）職員数の推移

年度

区分
H21 H22 H23 H24 H25 H26 過去５年間の

増減数（率）

一般行政
部　　門 267 265 265 254 257 251 16人（6.0％）減

教　　育 116 110 113 109 111 114 ２人（1.7％）減

消　　防 100 100 100 100 100 100 ０人（0％）

普通会計
計 483 475 478 463 468 465 18人（3.7％）減

公営企業等
会計　　計 431 445 446 450 451 464 33人（7.7％）増

総合計 914 920 924 913 919 929 15人（1.6％）増

　平成25年４月１日から平成28年４月１日を計画期間と
した新たな定員適正化計画を策定し、多様化する市民サー
ビスに対応できる適正な定員管理に努めることとしていま
す。平成26年は、特に病院事業における医師・看護師等
の増員により、職員数が増加しました。

（注） 職員数は一般職に属する職員数（教育長を除く｡）であり､ 地方公務員の身分を保有する休職
者､ 派遣職員などを含み､ 臨時及び非常勤の職員は除いています｡

　　  平成24年度より保育所職員（39人）は教育委員会所管に変更となっていますが､ 総務省が実
施する｢地方公共団体定員管理調査｣の分類と整合性を図るため､民生部門で計上しています｡

（注）職員数には教育長を含みます。

１　職員の任免及び職員数に関する状況

赤穂市人事行政の
運営等の状況を
公表します

公表の趣旨
　この紙面は、市の人事行政の公正性、透明性を確保
するため、職員数、給与その他の勤務条件等に関する
状況を市民の皆さんに公表するものです。

区分 人口
（年度末）

歳出額
Ａ

実質
収支

人件費
Ｂ

人件費率
（B/A）

（参考）
24年度の
人件費率

平成
25年度

人
50,115

千円
24,764,033

千円
245,297

千円
3,907,009

％
15.8

％
18.3

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給　　与　　費 一人当たり
給与費
（B/A）給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ

平成
26年度

人
472

千円
1,770,134

千円
302,764

千円
628,060

千円
2,700,958

千円
5,722

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）  職員手当には退職手当を含んでいません。

２　職員の給与の状況

（8） 昇給への勤務成績の反映状況
　１月１日における昇給の号給数は、６月及び12月の勤勉手当におけ
る勤務評定等を参考として、以下の定める基準に基づき実施しています。

昇給区分 極めて
良好 特に良好 良好 やや良好

でない
良好
でない

昇給の
号給数

一般職員 ８号給以上 ６号給 ４号給 ２号給 ０
55歳以上※ ２号給以上 １号給 ０ ０ ０

※ 医療職給料表（１）の適用を受ける職員は除き、技能労務職は、
55歳以上を57歳以上と読み替えます。

問い合わせ先　人事課　☎４３・６８６３
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研修の種類 内　　容 研修受講人数

派遣研修 市町村職員中央研修所等において開
催される研修 延250名

庁内研修 庁内講師及び派遣講師による研修 延1,020名

自主研修 職員の自主的な参加に基づく研修及
び報告会等 延114名

（1）職員研修

５　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
　　（平成25年度）

　勤務成績の評定は、人事管理上必要な職員に関する基礎
資料を得て、客観的かつ公正に職員の勤務実績を測定し、
評定することで、情実を排除した公正な人事行政の運営と、
職員の執務能力の発揮及び増進を図ることを目的として実
施しています。

（2）勤務評定の目的

　ア　対 象 者　部長以下の全職員
　イ　評 定 者　原則として直近の上司２名
　ウ　基 準 日　各年６月１日及び12月１日
　エ　評定期間　12月２日～６月１日（基準日６月１日）
　　　　　　　　６月２日～ 12月１日（基準日12月１日）

（3）勤務評定の実施状況

６　職員の福祉及び利益の保護の状況

区　　分 実　施　主　体 内　　　容

共済制度

兵庫県市町村職員共済組合 短期給付、長期給付等（民
間でいう社会保険、厚生年
金）に関する事業を行って
います。公立学校共済組合兵庫支部

赤穂市職員互助会

職員の相互共済及び福利
増進のための事業、各種給
付事業、貸付事業等を行っ
ています。

公務災害
補　　償 地方公務員災害補償基金

公務員が、公務上受けた労
働災害（公務災害）につい
て、地方公務員災害補償法
に基づく補償を行います。

７　勤務条件に関する措置の要求の状況

　　措置要求件数　　　０件

８　不利益処分に関する不服申立ての状況

　　不服申立て件数　　０件

※人事行政の運営等の状況については、企業会計分を含め、赤穂市ホームページにも掲載しています。

９　内部通報に関する状況

　　内部通報件数　　　０件

平成25年度
支給総額 45,182千円

職員１人当たり支給年額 619千円

平成24年度
支給総額 41,672千円

職員１人当たり支給年額 548千円

⑤管理職手当の状況

区分 内　　　容

国
の
制
度
と
の
異
同

支給実績

支
給
職
員
１
人
当
た
り

平
均
支
給
年
額

扶
養
手
当

配偶者　13,000円
扶養親族
　1人につき6,500円
（配偶者無 1人11,000円）
満16歳から満22歳までの子
1人につき5,000円を加算

同 64,241千円 259千円

住
居
手
当

貸家居住者    12,000円
を超える家賃の額
 （27,000円を限度）

同 20,708千円 292千円

通
勤
手
当

交通機関利用者
　運賃等相当額
 （55,000円を限度）
自動車等利用者
　片道２km以上の者
（2,000円～24,500円）

同 20,793千円 78千円

⑥その他の手当（平成26年4月1日現在）

（注） 支給実績及び１人当たり平均支給年額は、平成25年度の普通会
計決算をもとに算出しています。

区　　分 給料月額等

給　料 市　 長
副 市 長

894,000円
742,000円

報　酬
議 長
副 議 長
議 員

486,000円
415,000円
375,000円

期　末
手当等

市 長
副 市 長

（25年度支給割合）
６月期
12月期
　計
※加算措置

期末手当
1.65月分
1.80月分
3.45月分
有

議 長
副 議 長
議 員

（25年度支給割合）
６月期
12月期
　計
※加算措置

期末手当
1.575月分
1.725月分
3.30月分
有

（10）特別職の報酬等の状況（平成26年4月1日現在）

区　　分 退　職　手　当　の　支　給　割　合

市 長

副 市 長

在職期間１期（４年）17,594千円
（１月につき給料月額の100分の41）

在職期間１期（４年）  8,904千円
（１月につき給料月額の100分の25）

（11）特別職の退職手当の状況（平成26年4月1日現在）

職員の
勤務時間

１週間の正規の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ８時30分 17時15分 12時～
 13時

（1）一般職員の勤務時間の状況

３　職員の勤務時間その他勤務条件及び
　　服務の状況

年次
休暇

内　　　容 平均取得
日　　数

前年平均
取得日数

１年に最大20日付与（１年で消化で
きなかった場合は翌年にのみ繰越可） 8.7 8.9

（2）年次休暇の取得可能日数及び取得状況（平成25年中）

取得期間 3ヵ月未満 ３～６ヵ月 ６～９ヵ月 ９ヵ月以上 合　計

取得者数 ０ ０ ０ 10 10

（3）育児休業の取得状況（平成25年度）
　育児休業を新たに取得した職員数と取得予定期間

　介護休暇を取得した職員数と取得予定期間
　　取得職員数　　１人（Ｈ26.2.3 ～Ｈ26.2.24）
　※休暇の種類等については、赤穂市ホームページをご覧ください。

（4）介護休暇の取得状況（平成25年度）

　分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身の故障の
ために職務の遂行に支障がある場合や長期休養を要する場
合など、公務能率を維持するために問題が生じた時に、任
命権者の権限で、降任、免職、休職、降給させることがで
きるものです。
　　処分件数　休職処分　　３件（心身の故障による）
　　　　　　　降任　　　　１件（勤務成績不良による）

（1）分限処分の種類及び件数

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
　　（平成25年度）

　懲戒処分とは、法律又は条例、規則に違反した場合、職
務上の義務に違反し又は職務を怠った場合、全体の奉仕者
たるにふさわしくない非行のあった場合、免職、停職、減
給、戒告となるものです。

（2）懲戒処分の種類及び件数

種　類 戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計

処分件数 0 1 ０ 0 1

●年度別乗車人数状況（過去２年） [ 有料・無料合計 ]（人）
南　北
ルートＡ
（有年東部）

南　北
ルート B
（有年西部）

東　西
ルート

高　野
ルート

みどり団
地ルート
（H26.3運行開始）

計

H25.4 ～
H26.3 5,823 6,896 5,448 3,974 92 22,233

H26.4 ～
H26.9 3,013 4,113 2,799 1,604 715 12,244

※  ３月から「みどり団地ルート」を新設しています。“ みんな
で乗って　みんなで支える ”を合言葉に、市民の皆さんの
ご利用をお願いします。

市内循環バス「ゆらのすけ」からのお知らせ「市民の声」（市民対話課に寄せられた
市民からの要望等の件数）を公表します
　平成26年４月から９月までの間に、市民や団体
等から市民対話課に寄せられた様々な要望・提案・
意見などについて、種類別に分類した件数を公表し
ます。市では市民等との協働のまちづくりを推進す
るため、これからも「市民の声」に迅速かつ的確に対
応できるよう努めてまいります。
 （Ｈ26年度上期分）

種　　別　　累　　計
分　　　　　　　　類 件数

道路・河川など維持に関すること 23
ごみ処理・騒音・悪臭など環境に関すること 14
公園管理に関すること 5
空地・隣地などに関すること 64
動物・害虫に関すること 12
制度・組織に関すること 17
市施策に関すること 6
その他 19
合計（市民対話課に寄せられたもの） 160
●お問い合わせ　  市民対話課（市役所南玄関を入っ

てすぐ右側） ☎４３・６８１８
※  市民対話課は市民の皆様からの市に対する要望・提
案・意見・相談等についての第１窓口です。担当の
窓口がわからない時等は、市民対話課へお問い合わ
せくだされば、担当へおつなぎいたしますので、気
軽にご相談ください。

「ゆらのすけ」からのお願い　ゆらのすけの運行ルートには、
狭い道路が含まれています。路上駐車や、個人の敷地から道
路に張り出す立ち木の枝などは、運行の妨げになる場合があ
りますので、沿線地域の皆様におかれましては、スムーズな
運行にご協力をお願いします。

●問い合わせ先
・運賃、運行時刻などについて　
 ㈱ウエスト神姫赤穂営業所　☎43・3325
・「ゆらのすけ」全般について 企画広報課　☎43・6867
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赤穂市外部評価委員会では、平成25年度事務事
業（対象10事業）の外部評価結果を取りまとめ、
古瀬委員長、沖副委員長から市長に報告書が提出
されました。報告書は、市ホームページで閲覧で
きます。（10/27 市長室）

平成25年度事務事業の外部評価を提出平成25年度事務事業の外部評価を提出赤穂市外部評価委員会評価結果の報告災害時に福祉避難所として要援護者を受け入れていただくため、市は
市内の５施設と「災害時における福祉避難所としての福祉利用に関す
る協定」を締結しました。
【５施設】特別養護老人ホーム千種の苑、特別養護老人ホーム桜谷荘、
特別養護老人ホーム瀬戸内ホーム、特別養護老人ホーム玄武会ヒルズ、
介護老人福祉施設櫂の家（10/１ 市長応接室）

災害関連死等の二次災害から守るため災害関連死等の二次災害から守るため災害時における福祉避難所としての施設利用に
　　 関する協定調印式

第30代赤穂義士娘に写真左から、中川千鶴さん、杉本瑠依
さん、野田侑伽さんの３名が選ばれました。12月14日開催
の第111回赤穂義士祭から１年間、“赤穂の魅力”を全国にＰ
Ｒしていだだきます。（10/13 市役所）

皆さんよろしくお願いします皆さんよろしくお願いします第30代赤穂義士娘決定

第14回全国障害者スポーツ大会「長崎がんばら
んば大会」（11/１～３長崎県）に出場する三谷
勝彦さん（塩屋・写真右）と山本祥平さん（新
田・写真左）が市長を表敬訪問。三谷さんはサ
ウンドテーブルテニスに、山本さんは卓球に出
場が決定しており、全国大会での活躍を誓いま
した。（10/21 市長室）

全国大会初出場全国大会初出場市長表敬訪問

1 木目込こてまりの会代表の久野朝代さん（尾崎）が、市内の保育所、幼稚園
など18施設に陣たくん人形を大小各１個ずつプレゼントしてくださいました。
（10/16 教育長室）
2 赤穂西中学校安全・交通委員会のメンバーが、校区内の５学校園所に「飛
び出し陣たくん」の手作り看板を寄贈してくださいました。
（10/９ 塩屋幼稚園）

ありがとうございましたありがとうございました陣たくんの人形・看板をプレゼント 周世ふれあい市場と女性農業士の松田靜さ
ん（有年牟礼）はアジア・アフリカ９カ国11
名のＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機
構）研修生を受け入れ、農村女性能力向上
研修を行いました。オープニングセレモニー
では、高雄幼稚園児による歌やダンスが披
露されました。（10/15 周世ふれあい市場）

アジア・アフリカの９カ国から11名来穂アジア・アフリカの９カ国から11名来穂ＪＩＣＡ集団研修

ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団の第一コンサートマスター樫本大進さんが
音楽監督を務めるル・ポン2014。一流のアーティストによる演奏などが行われ、聴
衆を魅了しました。（10/13 ～ 19）
1 ル・ポン国際音楽祭赤穂公演（10/14 文化会館）　2 ほのぼのコンサート
（10/13 赤穂中央病院）　3 プリコンサート（10/13 文化会館）　4 ロビーコンサー
ト（10/14 文化会館）　5 ほのぼのコンサート（10/14 赤穂市民病院）

一流のアーティストが集う一流のアーティストが集うLe Pont国際音楽祭 赤穂・姫路

愛知県西尾市（吉良町）の体育協会役員と９中学校
36名が来穂し、市内の中学生とソフトテニスを通じ
て交流を深めました。（９/28 城南緑地テニスコート）

吉良と赤穂 ソフトテニスで交流吉良と赤穂 ソフトテニスで交流赤穂市・西尾市スポーツ親善交流

フォトニュース
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国
保
証
の
更
新
を
行
い
ま
す

高齢者を見守る支えるネットワーク

国
保
医
療
だ
よ
り

 

医
療
介
護
課 

国
保
医
療
係 

☎
43
・
６
８
１
３

11
月
11
日
は
介
護
の
日
〜
い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う
〜

介
護
保
険
相
談
室
医
療
介
護
課　

介
護
保
険
係 

☎
43
・
６
９
４
７

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は「
年
金
の
日
」で
す
！

国
民
年
金

市
民
課 

年
金
担
当 

☎
43
・
６
８
２
０

　

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必
要
な
方
々

が
年
々
増
加
し
て
い
る
一
方
、
介
護
に
ま
つ

わ
る
課
題
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
今
介
護

に
か
か
わ
っ
て
い
な
い
人
も
、
将
来
介
護
す

る
立
場
に
、
ま
た
介
護
を
受
け
る
立
場
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護
が
必
要
な
人
、

介
護
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
、
そ
う
で
な
い

人
み
ん
な
で
、
介
護
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ

か
け
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

● 

介
護
の
日
と
は

　

介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介

護
従
事
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
介

護
家
族
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
、

家
族
、
介
護
従
事
者
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く

地
域
社
会
に
お
け
る
支
え
合
い
や
交
流
を
促

進
す
る
観
点
か
ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
等

に
対
す
る
介
護
に
関
し
、
国
民
へ
の
啓
発
を

重
点
的
に
実
施
す
る
た
め
の
日
と
し
て
、
平

成
20
年
度
に
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
設
定
さ

れ
ま
し
た
。「
い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、
あ

っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う
」を
念
頭
に
、「
い
い

日
、
い
い
日
」に
か
け
た
覚
え
や
す
く
、
親
し

み
や
す
い
語
呂
合
わ
せ
と
し
て
い
ま
す
。

● 

家
族
介
護
の
悩
み
は
相
談
を

　

日
々
の
介
護
は
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も

負
担
で
す
。
家
族
の
介
護
に
不
安
や
悩
み
が

あ
る
と
き
は
、
自
身
で
抱
え
込
ま
ず
、
身
近

な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
地
区
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人
お
一

人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」等
を
活
用
し
な
が

ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら

し
て
い
た
だ
く
日
」と
し
て
、
１
１（
い
い
）

月
３
０（
み
ら
い
）日
を「
年
金
の
日
」と
し

ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、
ご
自
身
の
年
金
記

録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

電
話
で
の
年
金
相
談
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

 

（
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
）

年
金
受
給
者
等
の
税
金
に
つ
い
て

●  

公
的
年
金
の
う
ち
、
老
齢
・
退
職
の
年

金
は
雑
所
得
と
し
て
、
所
得
税
が
か
か

り
ま
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
方
に
は「
公
的
年
金
等

の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」が
届
き
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
送
付
さ
れ
る
方

　

65
歳
未
満
↓

 
年
金
額
１
０
８
万
円
以
上
の
方

　

65
歳
以
上
↓

 
年
金
額
１
５
８
万
円
以
上
の
方

※  

年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

●  

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
の
申
告

の
際
に
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
添
付
し
控

除
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　

赤
穂
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証（
国
保
証
）は
、
毎
年
12
月
１
日
に
一
斉

更
新
を
行
い
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
国
保

証（
若
竹
色
）の
有
効
期
限
は
11
月
30
日
で

す
。
新
し
い
国
保
証（
う
す
紫
色
）は
、
11

月
中
旬
か
ら
国
保
加
入
者
全
員
分
を
世

帯
主
様
あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け

し
ま
す
。

　

簡
易
書
留
郵
便
で
は
、
受
領
時
に
捺
印

（
又
は
サ
イ
ン
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合
に
は
不
在

通
知
書
が
投
函
さ
れ
ま
す
の
で
、
通
知
書

記
載
の
郵
便
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
封
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
必

ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

  

国
民
健
康
保
険
税
を
納
期
内
に
納
付

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
、
又
は
所
得
申
告

な
ど
の
課
税
資
料
が
未
提
出
で
あ
る
世

帯
主
及
び
被
保
険
者
が
い
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
納
税
相
談
、
申
告
受
付
を
済

ま
さ
れ
て
か
ら
国
保
証
を
窓
口
交
付
し

ま
す（
別
途
、
ご
案
内
文
書
を
送
付
し

ま
す
）。

　

  

納
税
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
通
常
の
国

保
証
で
は
な
く
、
有
効
期
限
の
短
い
短

期
被
保
険
者
証（
短
期
証
）や
、
被
保

険
者
資
格
証
明
書（
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の

で
、
医
療
機
関
等
で
は
い
っ
た
ん
医
療

費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
後
日
、
医
療
介
護
課
国
保
医
療
係

（
市
役
所
１
階
④
番
）の
窓
口
で
領
収
書

を
添
え
て
申
請
す
れ
ば
、
患
者
負
担
分

を
除
い
た
額
を
払
い
戻
し
ま
す
）の
発

行
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
証
の
内
容
の
確
認
を

　

更
新
さ
れ
た
国
保
証
の
記
載
事
項
を
確

認
し
、
届
出
内
容
や
事
実
と
異
な
る
と
き

は
国
保
医
療
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す

　

新
し
い
国
保
証
の
有
効
期
限
は
、
原
則

と
し
て
平
成
27
年
11
月
30
日
で
す
。

　 
 

12
月
以
降
に
75
歳
を
迎
え
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

　 
 

65
歳
を
迎
え
る
退
職
被
保
険
者
に
つ
い

て
も
、
一
般
被
保
険
者
に
切
り
替
え
と

な
る
た
め
、有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

※  

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
有
効
期
限
満
了

前
ま
で
に
新
た
な
国
保
証
を
送
付
し
ま

す（
手
続
き
の
必
要
な
人
に
は
、
事
前

に
ご
案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
）。

紛
失
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

国
保
証
を
紛
失
し
た
り
破
損
・
汚
損

し
た
場
合
は
、
国
保
医
療
係
の
窓
口
で

再
交
付
の
申
請
が
必
要
で
す（
手
数
料
は

無
料
）。
特
に
外
出
先
で
紛
失
し
た
と
き
、

盗
難
に
あ
っ
た
と
き
は
、
早
急
に
警
察
に

も
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
意
思
表
示

欄
を
設
け
て
い
ま
す

　

臓
器
を
提
供
し
た
い
人
の
意
思
を
尊
重

し
、
す
べ
て
の
命
を
大
切
に
す
る
視
点
か

ら
、
少
し
で
も
多
く
の
人
が
臓
器
提
供
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

国
保
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

を
設
け
て
い
ま
す
。
臓
器
提
供
意
思
表
示

欄
の
記
入
は
任
意
で
あ
り
、
意
思
表
示
を

強
要
す
る
も
の
で
は
な
く
、
未
記
入
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

※  

意
思
表
示
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
他
人

に
知
ら
れ
た
く
な
い
場
合
は
、
意
思
表

示
欄
の
保
護
シ
ー
ル
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
国
保
医
療
係
の
窓
口
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　 
 

12
月
１
日
か
ら
は
、
医
療
機
関
等
に
か

か
る
際
に
は
、
必
ず
本
人
の
新
し
い
国

保
証
を
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
旧
国
保
証
は
、
12

月
１
日
以
降
に
市
役
所
又
は
最
寄
り
の

公
民
館
ま
で
お
返
し
い
た
だ
く
か
、
ハ

サ
ミ
で
刻
む
な
ど
し
て
各
自
で
確
実
に

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▽▽

▽▽

▼▼

■相談機関一覧
相談機関名 担当地区 電話番号

赤穂市地域包括支援センター 市内全域 ４２・１２０１
在宅介護支援センターはくほう 赤穂・城西地区 ４５・１１１４
在宅介護支援センターやすらぎ 塩屋・西部地区 ４３・６４２４
在宅介護支援センターしおさい 尾崎・御崎地区 ４２・０５１９
在宅介護支援センターいきしま 坂越・高雄（一部）地区 ４６・８１８２
千種の苑在宅介護支援センター 高雄（一部）・有年地区 ４９・２８８７

姫路年金事務所出張年金相談
◆日　　程　12月25日（木）、２月12日（木）
◆時　　間　午前10時～午後３時（要予約）
◆場　　所　市役所２階 204会議室
◆申 込 先　市民課 年金係　☎４３・６８２０

社会保険労務士による市年金相談
◆日　　程　11月20日（木）、１月15日（木）、３月19日（木）
◆時　　間　午後１時30分～４時
◆場　　所　市役所２階 201会議室

11月は、「労働保険適用促進強化期間」です 地デジ難視対策の各種支援が終了します
　労働保険とは、「労災保険」と「雇用保険」の総称で、
労働者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを目
的に、国が直接管理運営している保険です。
　労働者（パート・アルバイト等を含む）を一人でも
雇っている事業主は、労働保険に加入する義務があ
ります。
　労働者が安心して働ける職場となるよう、まだ労
働保険に加入していない事業主の方は、速やかに最
寄りの労働基準監督署又は公共職業安定所（ハロー
ワーク）でご相談ください。
問ハローワークあこう　☎４２・２３７６ 

お早めの申込みをお願いします
　国が実施している地デジ難視対策のための各種
支援制度は、平成27年３月末をもって終了します。
期限までに地デジ対策工事を完了するためには、遅
くとも本年12月中の申し込みが必要です。
　詳しくは、総務省地デジコールセンターまで問い
合わせください。
問総務省地デジコールセンター
 ☎０５７０・０７・０１０１
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●
  

日
時　

12
月
23
日（
火
・
祝
）

　

午
後
２
時
〜

●
  

場
所　

文
化
会
館

●
  

講
師　

国
際
浮
世
絵
学
会
常
任

理
事　

新
藤　

茂 

氏

●
  

聴
講
無
料
・
申
込
不
要

問 

文
化
と
み
ど
り
財
団
事
務
局

 

☎
43
・
３
２
６
９

●
  

募
集　

臨
時
事
務
員
１
名
程
度

●
  

試
験
日
時　

11
月
29
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
（
文
化
会
館
）

●
  

応
募
方
法　

11
月
24
日（
月
）ま

で
に
指
定
の
受
験
申
込
書
を
赤

穂
市
文
化
と
み
ど
り
財
団
事
務

局
へ
持
参
。
詳
し
く
は
、
文

化
と
み
ど
り
財
団
事
務
局（
☎

43
・
３
２
６
９
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月
曜
日
の
外
来
と
乳
が
ん
検
診
に

つ
い
て
乳
腺
外
科
外
来
よ
り
お
知

ら
せ

　

10
月
か
ら
月
曜
日
の
外
来
を
開

始
し
ま
し
た
。
月
曜
日
は
女
性
医

師
が
担
当
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
受
診
希
望
の
方
は
、
診

察
券
、
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、

中
央
受
付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
）

●
  

月
曜
日
担
当
医
師　

西
村
友
美

●
  

受
付
時
間　

午
前
８
時
20
分
〜

11
時
30
分

問 

医
療
課 

☎
43
・
３
２
２
２

第
79
回
糖
尿
病
教
室

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー 

　

健
康
プ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

●
  

日
時　

11
月
15
日（
土
）

　

  

午
前
10
時
〜
正
午　

※
受
付
時

間
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

●
  

場
所　

赤
穂
市
民
病
院 

１
階

玄
関
ホ
ー
ル
に
て
受
付

●
  

内
容　

体
力
測
定
、
血
糖
・
血

圧
測
定
、
体
組
成
測
定
、
認
知

機
能
検
査
、
血
管
年
齢
測
定
、

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。

※  

予
約
不
要　

健
康
が
気
に
な
る

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

問 

内
科
外
来 

☎
43
・
３
２
２
２

介
護
教
室

●
  

日
時　

12
月
６
日（
土
）

　

午
後
1
時
〜
3
時

●
  

場
所　

赤
穂
市
民
病
院 

別
館

２
階

●
  

テ
ー
マ　
「
介
助
方
法
の
ポ
イ

ン
ト
〜
寝
返
り
・
起
き
上
が
り
・

移
乗
動
作
を
中
心
に
〜
」 

　

理
学
療
法
士　

武
田
祐
二

●
  

介
護
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト　
「
安
楽

な
体
位
に
つ
い
て
」

問 

看
護
部 

☎
43
・
３
２
２
２

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
方
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
と
し
て
、
認
知
症
の
人
へ

の
声
か
け
や
接
し
方
を
復
習
し
ま

す
。

●
  

対
象　

過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
方

（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
持
ち

の
方
）

●
  

日
時　

12
月
15
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
  

場
所　

総
合
福
祉
会
館 

２
階

研
修
室

●
  

講
師　

認
知
症
介
護
指
導
者　

安
田
由
加
理 

氏

●
  

受
講
料　

無
料

●
  

定
員　

50
名

●
  

申
込
期
限　

11
月
28
日（
金
）

※  

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
し
ま
す
。

●
  

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
42
・
１
２
０
１

　
「
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア
in
あ

こ
う
」を
開
催
し
ま
す
。
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
ま

す
。

募集
歴
史
研
究
講
座

歌
川
国
貞
と
忠
臣
蔵
浮
世
絵

募集

文
化
と
み
ど
り
財
団

臨
時
職
員

健康

赤
穂
市
民
病
院

募集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

募集
「
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア

in
あ
こ
う
」参
加
企
業

●
  

テ
ー
マ　
「
つ
な
が
ろ
う
消
費

者
〜
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の

た
め
に
〜
」

●
  

日
時　
　

11
月
20
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
　

21
日（
金
） 
午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

●
  

場
所　

赤
穂
地
区
体
育
館（
市

民
会
館
南
側
）※
ス
リ
ッ
パ
持
参

●
  

内
容　
　

パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ

ー 　

使
用
済
小
型
家
電
回
収

コ
ー
ナ
ー 　

消
費
生
活
相
談

コ
ー
ナ
ー 　

リ
サ
イ
ク
ル
コ

ー
ナ
ー
＝
来
年
の
干
支「
未
」作

り
・
小
物
作
り（
20
日
の
み
）

「
家
庭
用
品
交
換
会
」（
21
日
の
み

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

※  

買
い
物
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
出
品
物
受
付
＝
11
月
18

日（
火
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時（
市
民
会
館
第
４
会
議

室
） 　

特
設
コ
ー
ナ
ー
＝
米
消

費
拡
大
事
業 

「
１
・
１
７
忘
れ

な
い
。
お
む
す
び
で
つ
な
げ
た

絆
を

－

阪
神
淡
路
20
年

－

」 　

即
売
コ
ー
ナ
ー
＝
新
鮮
野
菜
、 

パ
ン
、
海
産
物
、
花
苗
な
ど 

　

修
理
再
生
コ
ー
ナ
ー
＝
靴
・

傘
の
修
理
、
刃
物
と
ぎ（
当
日

は
受
付
の
み
）

問   消
費
者
協
会（
市
民
対
話
課
内
）

 

☎
43
・
６
８
１
８

●
  

日
時　

11
月
27
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

●
  

場
所　

文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

●
  

内
容　

①
警
察
官
表
彰 

②
功

労
者
表
彰 

③
大
会
宣
言 

④
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

※  

終
了
後
、
暴
力
追
放
パ
レ
ー
ド

（
雨
天
中
止
）を
文
化
会
館
か
ら

市
役
所
を
経
由
し
、
文
化
会
館

ま
で
の
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

一
部
通
行
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

赤
穂
警
察
署 

刑
事
課

 

☎
43
・
０
１
１
０

　

危
機
管
理
担
当

 

☎
43
・
６
８
６
６

〜
広
げ
よ
う
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜

●
  

日
時　

11
月
29
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
15
分

●
  

場
所　

文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

●
  

内
容　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＝
御

崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド 　

人

権
作
文
等
の
表
彰
・
朗
読 　

実
践
発
表「
ふ
る
さ
と
の『
こ
こ

ろ
と
環
境
』を
美
し
く
」 　

記

念
講
演「
音
楽
は
、
人
と
人
と

が
ふ
れ
あ
え
る
最
高
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」 

講
師
＝
童
謡

親
善
大
使　

大
西
由
香
里
氏

●
  

参
加
料　

無
料

問 

市
民
対
話
課 

☎
43
・
６
８
１
８

　

尾
崎
地
区
民
主
促
進
協
議
会

 

☎
42
・
２
１
３
９

　

  

御
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会 

☎
43
・
７
４
５
３

●
  

日
程　

①
12
月
10
日（
水
） 

②

12
月
17
日（
水
） 

③
１
月
14
日

（
水
） 

④
１
月
21
日（
水
） 

⑤
１

月
29
日（
木
）

●
  

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

30
分

●
  

場
所　

市
民
会
館

●
  

講
師　

赤
穂
市
い
ず
み
会
会
長

西
森
昭
子
氏

●
  

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

●
  

受
講
料　

１
，０
０
０
円

　

※
材
料
費
は
実
費

●
  

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

布
巾
、
タ
オ
ル

●
  

定
員　

15
名（
先
着
順
）

●
  

申
込　

11
月
20
日（
木
） 

午
前

９
時
か
ら
受
付
開
始
。
受
講
料

を
添
え
て
中
央
公
民
館
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問 

中
央
公
民
館 

☎
43
・
７
４
５
０

●
  

日
時　

12
月
６
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
  

会
場　

市
民
会
館 

大
会
議
室

●
  

教
材
費　

３
，０
０
０
円

●
  

講
師　

樋
口
大
介
先
生（
園
芸

研
究
家
）

●
  

持
参
す
る
物　

手
袋
・
エ
プ
ロ

ン
・
移
植
ご
て
・
作
品
を
入
れ

る
箱 

な
ど

●
  

募
集
人
員　

先
着
80
名

●
  

申
込
方
法　

公
園
事
務
所
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込

可
）※
教
材
費
は
講
習
会
当
日

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
  

申
込
先　

文
化
と
み
ど
り
財
団 

公
園
事
務
所 

☎
25
・
８
６
１
１

催し

第
39
回
み
ん
な
の
生
活
展

▽

▽

▽

▽

▽▽

▽

▽

▽

催し

暴
力
追
放
・
地
域
安
全

赤
穂
市
民
大
会

催し

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

▽

▽
▽

▽

募集

中
央
公
民
館
講
座

料
理
は
生
き
が
い
!!
講
座

講習会

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ（
冬
を
彩
る

植
物
の
寄
せ
植
え
）講
習
会

市民病院夜間専従パート助産師・看護師募集
職　種 採用予

定人員 応募資格 勤務時間 賃　　金

夜間専従
パート助
産師・看
護師

12名
看護師免
許又は助
産師免許

午後５時５分～
翌日午前８時５
分の間の４時間
以上
※就業時間、休
日については相
談に応じます。

時給1,250 ～ 1,310円
※午後10時から翌日
午前5時までの間は
時間単価25％割増
※就業時間帯及び時
間数により夜間看護
手当あり

●試験日時（面接）　別途連絡
●  応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、市
民病院総務課まで持参又は郵送で応募してください。
●募集期間　随時
●  受付時間　午前８時20分～午後５時まで（土日・祝日を
除く。）
問赤穂市民病院 総務課　☎４３・６４１４
※  助産師・看護師の平成27年４月１日採用及び中途採用
正規職員については、原則毎月第１土曜日に採用試験
を実施しています。詳細は、赤穂市民病院ホームペー
ジをご覧ください。

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。
～地球のためにできること～

　宝くじの社会貢献広報事業の
一環として、歌手の岩崎宏美さ
ん、オカリナ奏者の宗次郎さん
によるコンサートを行います。
　第一部は、岩崎宏美さんの数
多くのヒット曲の中から、選り
すぐりのヒット曲を中心に、オ
カリナ奏者の第一人者である “ 宗次郎 ” さんをゲストに迎えてのオ
リジナリティあふれるステージを、第二部は、お二人のほか、地元
赤穂の合唱団の皆さんとの共演など、「宝くじまちの音楽会」にふさ
わしいステージをお届けします。
●日　時　平成27年１月21日（水） 開演＝午後６時30分
●場　所　文化会館 大ホール　全席指定　
　　　　　※未就学児のご入場はご遠慮ください。
●入場料　  宝くじ助成による特別料金2,000円（友の会割引はありま

せん） ※好評発売中
●購入・問い合わせ先　文化会館　☎４３・５１１１

「宝くじまちの音楽会」
岩崎宏美with 宗次郎
～心のふるさとを求めて～
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④  

た
き
火
や
タ
バ
コ
の
火
に
は
、

十
分
な
注
意
と
後
始
末
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

⑤  

昨
年
度
よ
り
、
ウ
ズ
ラ
が
狩
猟

対
象
鳥
獣
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑥  

平
成
27
年
１
月
４
日
か
ら
18
日

ま
で
の
間
、「
カ
モ
類
セ
ン
サ
ス

の
日
」と
し
て
全
国
一
斉
に「
ガ

ン
・
カ
モ
調
査
」が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
カ
モ
猟
の
自
粛
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

光
都
農
林
振
興
事
務
所 

森
林

林
業
第
２
課 

☎
58
・
２
３
４
８

　

産
業
観
光
課 

農
林
水
産
係

 

☎
43
・
６
８
４
０

　
平
成
26
年
８
月
末
現
在
、
全
国

の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
者
は
、
凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に

警
察
庁
が
指
定
し
て
い
る
重
要
指

名
手
配
被
疑
者
を
初
め
と
し
て
、

約
７
５
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴

行
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、
横
領

等
の
事
件
に
関
し
て
指
名
手
配
さ

れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を
行
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11

月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
追
跡
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
、

こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見

に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問 

赤
穂
警
察
署 

☎
43
・
０
１
１
０

●
  

お
仕
事
承
り
ま
す　
　

大
工
、

左
官
仕
事 　

不
用
品
処
分 　

人
材
派
遣
等 

そ
の
他
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
  

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
方
、

会
員
と
な
っ
て
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
？
意
欲
の
あ
る
方
は
入

会
説
明
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
の
右
下
に

最
新
の
就
業
募
集
状
況
を
載
せ
て
い

る
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
  

12
月
の
入
会
説
明
会

・
日
時　

12
月
８
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問 （
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー 

☎
43
・
７
２
０
０

 

　

http://w
w
w
.ako-sjc.jp/

　

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
、「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」に
お
い
て
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ

ッ
ク
積
み
、
構
造
基
準
に
適
合
し

な
い
焼
却
炉
等
で
の
ご
み
の
焼
却

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
き
火
や
と
ん
ど
焼
き
、農
業
、

林
業
を
行
う
上
で
必
要
な
も
の
な

ど
一
部
例
外
も
あ
り
ま
す
が
、煙
や

悪
臭
な
ど
で
周
囲
の
迷
惑
に
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
、す
ぐ
に
野
焼
き

を
止
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。問
環
境
課 

☎
43
・
６
８
２
１

お知らせ

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

▽

▽

▽

お知らせ

野
外
焼
却（
野
焼
き
）の

禁
止
に
つ
い
て

●
  

日
時　

平
成
27
年
３
月
14
日（
土
）

　 
 　

一
部
＝
午
後
１
時
〜
１
時
25

　
  

分　

参
加
者
へ
向
け
て
プ
レ
ゼ

ン（
１
社
２
分
間
）

　
　

二
部
―
午
後
１
時
30
分
〜
４

　

  

時　

就
職
説
明
会

●
  

場
所　

市
民
会
館
１
階

　
　

一
部
＝
第
４
会
議
室

　
　

二
部
＝
大
会
議
室

●
  

参
加
料　

無
料

●
  

対
象　

平
成
27
年
3
月
・
平
成

28
年
3
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

及
び
44
歳
以
下
既
卒
若
年
者

●
  

定
員　
　

一
部
＝
10
社
程
度

　

 　

二
部
＝
25
社
程
度（
予
約
先

着
順
）

※  

一
部
の
み
・
二
部
の
み
の
参
加

希
望
企
業
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
  

申
込
期
間　

12
月
１
日（
月
）〜

19
日（
金
）

●
  

申
込
方
法　

指
定
の
申
込
用
紙

又
は
、
企
業
名
・
住
所
・
連
絡

先
・
メ
ー
ル
・
担
当
者
名
・
参

加
部
門
を
記
入
の
上
、
産
業
観

光
課
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

（
注
）申
込
後
１
週
間
以
内
に
産
業

観
光
課
よ
り
連
絡
が
な
い
場
合

は
、
お
手
数
で
す
が
左
記
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

産
業
観
光
課

 

☎
43
・
６
８
３
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
46
・
３
４
０
０

　
忠
臣
蔵
ウ
イ
ー
ク
は
、
Ａ
Ｌ

Ｌ 

Ａ
Ｋ
Ｏ
〜
播
州
赤
穂
の
す
べ

て
を
す
べ
て
の
播
州
赤
穂
で
〜
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
赤
穂
義
士
祭
を
も

っ
と
も
っ
と
楽
し
い
お
祭
り
に
し

よ
う
と
、
多
数
の
お
店
、
協
力
団

体
、
市
内
の
事
業
主
、
赤
穂
市
職

員
、
会
社
員
、
主
婦
と
職
種
・
年

齢
問
わ
ず
一
同
が
集
結
し
、
取
り

組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
一
緒
に
赤
穂
の
ま
ち
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
  

作
業
内
容　
　

幻
の
天
守
閣
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
取
付 　

本

丸
内
の
灯
籠
習
字
設
置 　

赤

穂
街
中
へ
の
忠
臣
蔵
ウ
イ
ー
ク

の
ぼ
り
設
置 　

ウ
イ
ー
ク
期

間
中
の
天
守
閣
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
警
備 　

義
士
祭
終
了
後

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
の
ぼ

り
撤
去
及
び
清
掃
作
業

●
  

応
募
方
法　

忠
臣
蔵
ウ
イ
ー
ク

実
行
委
員
会
ま
で
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
  

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

忠
臣

蔵
ウ
イ
ー
ク
実
行
委
員
会（
サ

ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト
赤
穂
内
）

 

☎
43
・
２
５
５
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
・
２
５
５
９

 

メ
ー
ル　

info@
all-ako.com

　
11
月
15
日（
土
）か
ら
狩
猟
が
解

禁
と
な
り
ま
す
。
狩
猟
に
よ
る
事

故
や
違
反
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
  

狩
猟
期
間　

11
月
15
日
〜
翌
年

２
月
15
日（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
に
限
っ
て
翌
年
３
月
15

日
ま
で
）

●
  

狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に　

地

域
の
皆
様
や
入
山
者
の
皆
様
へ

①  

入
山
す
る
際
は
、
黄
色
な
ど
明

る
い
色
の
目
立
つ
服
装
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

【
例
】 　

他
人
か
ら
見
え
に
く
い

服
装（
迷
彩
服
等
）は
避
け
ま
し

ょ
う
。　

白
い
タ
オ
ル
な
ど
を

身
に
付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う（
シ
カ
と
誤
認
さ
れ
ま
す
。）

②  

お
互
い
の
存
在
を
知
ら
せ
ら
れ

る
よ
う
、
複
数
人
で
話
を
し
な

が
ら
入
山
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
単
独
で
の

入
山
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
音

の
鳴
る
も
の（
鈴
、
ラ
ジ
オ
等
）

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

③  

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
は

狩
猟
者
が
集
中
す
る
の
で
、
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④  

わ
な
は
非
常
に
危
険
な
の
で
、

わ
な
標
識
が
あ
る
場
合
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤  

ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
係

る
狩
猟
期
間
は
、
３
月
15
日
ま

で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
  

狩
猟
者
の
皆
様
へ

①  

狩
猟
者
の
方
は
、
法
令
や
マ
ナ

ー
の
厳
守
、十
分
な
安
全
確
認
、

猟
犬
の
管
理
の
徹
底
を
行
い
、

住
民
の
方
々
に
不
安
や
不
信
感

を
も
た
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

  　

ま
た
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
は
、

持
ち
帰
る
、
又
は
埋
設
す
る
な

ど
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

②  

猟
銃
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
場
所（
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟

区
、
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

（
銃
器
）、
公
道
等
）で
は
、
絶

対
に
銃
猟
を
行
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

③  

垣
、さ
く
等
で
囲
ま
れ
た
土
地
、

作
物
の
あ
る
土
地
で
狩
猟
を
行

う
場
合
は
、
土
地
所
有
者（
占

有
者
）の
承
諾
を
得
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
垣
、
さ
く
、
作
物

の
な
い
土
地
で
あ
っ
て
も
、
他

人
の
土
地
に
立
ち
入
っ
て
、
自

由
に
狩
猟
す
る
権
利
が
認
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
土
地
所
有
者
か
ら「
狩
猟

し
な
い
よ
う
に
」と
い
う
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
狩

猟
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▽▽▽▽

▽

▽

募集

忠
臣
蔵
ウ
イ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▽

▽▽

▽
▽

お知らせ

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
解
禁

▽
▽

弁護士がお手伝いします弁護士がお手伝いします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・借金問題
刑事事件・その他

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

11月15日(土) 15：00開演　小ホール  全席指定
入場料：一般3,800円（友の会3,200円）、ペア7,000円、シニア（60歳以上）3,500円

情熱のフラメンコ！アリシア＆ネストルフラメンコ舞踊団

11月23日(日) 17：30開演　大ホール  全席指定
入場料：一般7,000円（友の会6,300円）※良席あり

五輪真弓コンサート2014‒2015～時をみつめて～

好評発売中

好評発売中

12月7日(日) 15：00開演　大ホール  全席自由
出　演：延原武春指揮　テレマン室内オーケストラ、斉藤言子（ソプラノ）、
 山田愛子（アルト）、松原友（テノール）、井上敏典（バリトン）、
 ハ～モニ～第九合唱団、赤穂市民合唱団、赤穂市児童合唱団
入場料：一般2,500円（友の会2,000円）、高校生以下1,000円（友の会800円）

県民芸術劇場 第11回ハ～モニ～第九演奏会

12月23日(火・祝)〈1回目〉11：30開演　〈2回目〉14：30開演
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   大ホール  全席指定入場料：一般2,500円（友の会2,000円）
 ※3歳以上有料（２歳以下でも座席が必要な場合は有料）※良席あり

ウルトラマンエキサイトステージ

入場料：一般2,000円(友の会割引はありません)
※このイベントは、宝くじ社会貢献広報事業の一環として実施しています。

宝くじまちの音楽会　岩崎宏美with宗次郎　～心のふるさとを求めて～

出　演：ヘンゼル/西村　薫、グレーテル/小林慶子、ペーター(父親)/片桐直樹、ゲルトルート(母親)/児玉祐子、
 魔女/雑賀美可、眠りの精・露の精/笠原誉扇、ピアノ(オーケストラパート)/二塚裕美、合唱/赤穂市児童合唱団
入場料：一般1,500円、４歳以上高校生以下500円　※友の会2割引

おもしろミュージックスクールＶｏｌ．18　オペラ「ヘンゼルとグレーテル」

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

2015年１月21日(水) 18：30開演　大ホール  全席指定

2015年１月12日(月・祝) 14：00開演　大ホール  全席指定
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編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/
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福祉作文にご応募ありがとうございました

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（10月１日～ 10月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
尾 崎 匿 名 5,000 車椅子借用御礼
上 郡 町 三 上 　 芳 範 11,000 福祉のために
高 野 匿 名 2,000 車椅子借用御礼
大 橋 町 岸 本 　 幹 男 5,000 車椅子借用御礼
中 広 炭田　三千男 10,000 車椅子借用御礼
中 浜 町 江 端 　 寛 則 50,000 亡妻（多鶴恵）満中陰志
加里屋字磯 ダイネン㈱赤穂営業所 10,000 大感謝祭売上の一部を
福 浦 中 谷 　 昇 50,000 亡長男（真也）満中陰志
砂 子 上 田 　 博 之 10,000 ベッド借用御礼
砂 子 上 田 　 博 之 20,000 亡父満中陰志
海 浜 町 海浜町子供会 10,000 お祭り巡行御礼
城 西 町 匿 名 50,000 亡妹供養のため
尾 崎 平 松 玲 子 100,000 亡夫（康宏）満中陰志

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

移送サービスボランティア実習講座のご案内

心配ごと相談所のご案内（11月12日～12月10日まで）

お気軽に「心配ごと相談所」をご利用ください

第32回 しあわせフェスティバル～フクシふれあいまつり～

　移動に困っている方（車いす利用者）の通院などを
支援するボランティアの養成を行います。

●日　　時　12月18日（木）
　　　　　　午後１時30分～４時
●場　　所　総合福祉会館 ２階研修室
●対　　象　市民10名
●受 講 料　無料
●申込締切　12月11日（木）
●主催・申込先　  社会福祉協議会（ボランティアセ

ンター）☎４２・１３９７まで 　「身近な福祉体験や気持ち、考えを作文に」と社協だより８月号などで募集したところ、503名（小学生の部
409名・中学生の部66名・高校生以上の部28名）のご応募をいただきました。多くの方々が作文を通して、思
いやりの心、福祉に対する理解や認識を深めてくださったことに感謝します。優秀作
品については、12月６日の「ともに考える市民のつどい」で表彰し、大賞作品について
は、来月以降の社協だよりに掲載いたします。
　現在、作品集を作成中です。後日市内の学校や各福祉施設にお届けします。
　どうぞ、楽しみにお待ちください。

【一般相談】
　11月12日（水）、11月26日（水）、12月３日（水）
　12月10日（水）
【弁護士相談】　（要予約）
　11月19日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】　（要予約）
　11月26日（水）、12月３日（水）
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
※  費用は無料です。相談のご予約・お問い合わせは
社協まで。

Q　いつでも相談にのってもらえるのですか。
A　  毎週水曜日の午後１時～５時の間に相談を受
け付けています。（ただし、年末年始・祝祭日は除く）

Q　どこで行っているのですか。
A　総合福祉会館１階の生活相談室で行っています。
Q　相談員はどんな方ですか。
A　  学識経験豊富な方々 12名を相談員に委嘱し、ローテーションを
組んでいます。

Q　相談の内容はどのようなものがあるのですか。
A　  具体的には、家族問題や相続に関する相談が増えています。子
育てに悩んだり、職場や近隣との人間関係がうまくいかないな
ど、こころの悩みには専門のカウンセラーが対応します。（第１・
４水曜日：要予約）また、弁護士による相談日もあるので、専門
的な相談にも対応可能です。（第３水曜日‥要予約）

Q　相談料はいくらですか。
A　相談は無料です。

　生活をしていると、色々な困りごと
に直面することがあります。その困り
ごとを一人で、あるいは家族や身の回
りの人と解決できないこともあります。
ちょっとした困りごと、大きな困りご
と、一人で抱え込まず「心配ごと相談所」
をご利用ください！

特徴
①  知識や経験をもった相談員が対応し
ます

②  より専門的な知識や経験が必要と思
われるご相談には、どこで相談され
るのが良いか等のアドバイスをし 
ます

●日　時　11月16日（日） 午前10時～午後３時
●場　所　総合福祉会館全域
年に一度のボランティアの祭りです！
一緒に赤穂市のボランティアを盛り上げていきまし
ょう！

催し多数！

完全参加と平等をめざして
障がい者週間12月3日～9日 と も に 考 え る

市 民 の つ ど い平成26年
12月6日 [ 土 ]
午後１時30分～ 4時

赤穂市総合福祉会館

　障がいがあっても無くても住みよいまちづくりの実現には、障がい者自身
の自立への努力と市民の障がい者への理解と支援の輪を広げることが大切
です。市民一人ひとりが障がい者問題を身近なものとして考え、地域でとも
に暮らせる社会をめざして、「ともに考える市民のつどい」を開催します。
　皆さんお誘い合わせのうえ、是非ご参加ください。

《プロフィール》
1984年静岡県に五体満足で生まれる。
看護師を志し、専門学校へ入学。20歳の時、専門学校実習日にバイク事故に遭い、
右腕を切断。
義手を作成した後に復学し、2007年に看護師資格を取得。神戸百年記念病院で勤
務を始めるとともに、障がい者水泳を本格的に開始する。23歳の時にパラリンピッ
ク日本代表に初めて選ばれ、北京パラリンピック大会（100ｍ平泳ぎ４位、100ｍ
バタフライ８位）、ロンドンパラリンピック大会（100ｍ平泳ぎ２位）に出場した。

同 時
開 催 展示・即売会
赤穂精華園・赤穂特別支援学校･さくら園
手をつなぐ育成会・さんぽみち・わかば園
フロンティア・げんぶによる展示・即売会

知っていますか？
12月３日～９日は障がい者週間
　平成１６年６月の障害者基本法の改正
により国民の間に広く障がい者が社会、
経済、文化、その他あらゆる分野の活
動に積極的に参加する意欲を高めるこ
とを目的として、従来の「障がい者の日」
（１２月９日）に代わるものとして設定さ
れました。

●オープニング　フレンズ＆ベル
●記念式典　表彰　福祉作文入賞者
●福祉作文　発表　福祉作文大賞
　　　　　　小学生の部・中学生の部・
　　　　　　高校生以上の部

●記念講演　「あきらめない心」
　　　　神戸百年記念病院　看護師

 野村真波氏
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くらしのカレンダー 11/10～12/16

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831
 フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表） ☎43・3201
総合福祉会館 ☎42・1397
保健センター ☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館 ☎43・7450
地域活動支援センター ☎48・1615
赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談
12月

1

2 ●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

3

●農地相談　10：00～ 11：30 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20～ 
●３歳児健診（Ｈ23.6生） 13：30～ 14：30　受付 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00～ 17：00 

4

5 ●健康相談　9：00～ 11：00 

6

7  田淵医院 ☎ 43・41149：00～ 17：00

8 ●人権相談　13：00～ 16：00 

9 ●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

10
●心配ごと相談　13：00～ 17：00 
●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

11 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30～ 16：00 

12
●栄養相談（要予約） 9：30～ 11：30 
●子育て応援隊さろん　13：30～ 15：00 

13
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

14
 正木医院 ☎ 45・35559：00～ 17：00

●献血　10：00～ 15：30　赤穂市役所

15

16
●健康相談　9：00～ 11：00 
●楽らく健康教室　13：30～ 15：30 
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

人口の動き（９月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,297戸 （－ 13）

人口 50,042人 （－ 37）

男 24,190人 （－ 29）

女 25,852人 （－ 8）

 （　）内は前月比
◎９月中の異動
出生 42人（＋ 7） 転出 104人（＋ 28）
死亡 42人（＋ 10） その他増 1人（＋ 1）
転入 66人（－ 8） その他減 0人（± 0）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 ９月 平成26年累計
発生件数 98（－ 7） 1,022（－ 18）
　人身 21（＋ 3） 156（－ 2）
　物損 77（－ 10） 866（－ 16）
死者 0（± 0） 1（－ 2）
重傷 2（＋ 1） 13（－ 2）
軽傷 20（± 0） 169（＋ 2）

 （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 ９月 平成26年累計
火災 1（± 0） 11（± 0）
救急 144（＋ 13） 1,286（－ 52）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは
 ☎43・6899 まで

11月

10
●人権相談　10：00～ 12：00 
●こころのケア相談（要予約） 14：00～ 15：00 

11 ●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

12
●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 
●心配ごと相談　13：00～ 17：00 
●２歳児歯科健診（H24.3・4生） 13：30～ 14：30 

13 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30～ 16：00 

14 ●栄養相談（要予約） 9：30～ 11：30 

15
●司法書士による法律相談　9：30～ 12：00 
　 市民対話課　☎43・6818

16  シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・47129：00～ 17：00

17

18
●楽らく健康教室　13：30～ 15：30 
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

19

●女性問題専門相談（要予約） 13：00～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00～ 17：00 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20～ 
●１歳６か月児健診（Ｈ25.4生） 13：30～ 14：30　受付 

20 ●国民年金相談　13：30～ 16：00 

21

22

23  渡辺内科小児科医院 ☎ 42・38849：00～ 17：00

24  黒田医院 ☎ 43・52109：00～ 17：00

25

●健康相談　9：00～ 11：00 
●行政相談（相談委員） 10：00～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00 
●知的障がい者相談　10：00～ 12：00 

26
●精神障がい者相談　10：00～ 12：00 地セ
●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00～ 17：00 

27 ●身体障がい者相談　10:00～ 12:00 

28 ●ベビーレッスン　13：30～ 15：00 

29

30  福田産婦人科麻酔科 ☎ 43・53579：00～ 17：00

　　　　　　赤穂商工会議所では本年度も赤穂産の牡蠣を　　　　　　　　　　　　　
　　　　　使った各店自慢の牡蠣料理を掲載したパンフレッ
トを発行します！観光協会や各参加店舗等で配布。
　予約なしで食べることができる単品メニューや、予約すれ
ば食べることができる牡蠣の会席料理や宿泊付のプランなど
もあり、合計３５店舗の料理を紹介。
　また抽選で２５名様に赤穂産のカキや地酒
当たるプレゼント応募企画も実施！詳しくは
右記の応募概要をご覧ください。

●実施期間　11 月 1日（土）～平成 27 年 3月 1日（日）
●ルール　　赤穂商工会議所発行のパンフレットに掲載している
　　　　　　写真のカキ料理を注文すると、応募カードにスタン
　　　　　　プ１個を押印で応募できます。
●応募方法　応募カードを切り取って、赤穂商工会議所、赤穂観
　　　　　　光協会、各参加店に設置している応募箱に投函する
　　　　　　か、赤穂商工会議所まで郵送してください。
＜郵送先＞〒678-0239　兵庫県赤穂市加里屋 68-9
　　　　　　　　　　　 赤穂商工会議所　TEL43-2727
●応募締切　平成 27 年 3月 6日 ( 金 )　※郵送の場合は当日の消印有効
●当選発表　平成 27 年 3月 11 日（水）に抽選し、当選者には賞
　　　　　　品の発送をもって発表にかえさせていただきます。
●賞　　品 赤穂産牡蠣セット又は、赤穂の地酒「忠臣蔵」セット
　　　　　　5,000円相当分を抽選で 25名
　　　　　　※牡蠣セットは平成 27 年 12 月以降の発送となります。

「かきのすけ」

地酒が
くは
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　写真スポット発見！
　赤穂情報物産館の壁面に赤穂観光「おもてな
し」看板が設置されましたが、見ていただけま
したか？
　息継ぎ井戸やからくり時計があるいきつぎ
広場とその周辺がおもてなしスペースとなる
よう設置されました。
　歴史博物館の「れきはく忠臣蔵かるた」の絵
札を用いて「お・も・て・な・し」と表しています。
　皆さんもベンチに座って写真を一枚どうぞ‼
 て

ちゃん ちゃんちゃん 磯浜町 東浜町東浜町

平成25年２月15日生まれ

父・崇史さん　母・祥子さんより
「元気にスクスク育ってね!!」

父・直幸さん　母・舞さんより
「いつも笑顔いっぱいすくすく育ってネ」

山 中  智 仁
や ま な か と も ひ と

平成25年７月31日生まれ

父・稔さん　母・好美さんより
「兄弟４人仲良くしてね♡」

鎌 倉  來 己
か ま く ら きら い

橋本  心 結
は し も と み ゆ

平成24年８月７日生まれ

◆表紙の説明◆
【心をひとつに 原小太鼓】　10月18日、爽やかな秋空のもと、東有年沖
田遺跡公園で東有年田園ふれあいまつりが開催され、新鮮な農産物や
加工品を買い求める人などたくさんの人で賑わいました。オープニングセ
レモニーでは、保育所、幼稚園、小学校、中学校の児童・生徒による
多彩な演技が披露され、観客からたくさんの拍手が送られました。

■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
■ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。
■ 次回の回覧広報あこうは11月25日（火）、
　広報あこうは12月８日（月）の発行予定です。
■広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

人参ワンポイント！
人参にはアスコルビナーゼというビタミンCを破壊する酵
素が含まれています。酵素を失活させるためには、人参を
加熱して調理しましょう。

にんじんのポタージュ

人参は、カロチン（ビタミンA）が豊富で、約1/2本で

1日の必要量が摂れるほどです。

一口メモ　 　

■編集後記■

＊１人分栄養素＊
エネルギー 102kcal

問保健センター　☎４３・９８５５

（料理協力：赤穂市いずみ会）

■作り方
①  にんじん、じゃがいも、玉ねぎの皮をむいて3～ 5㎜の厚さに
切る。

②  鍋にバターを溶かし①を入れて炒め、Aを加えて軟らかくなる
まで煮る。

③  ②をミキサーにかけて鍋に戻し、牛乳を加えて火にかける（煮
立てない）。

④  こしょうで味を調える。
⑤  器に入れて刻んだパセリを浮かせる。

■材　料（４人分）
にんじん ・・・・・・150g
じゃがいも  ・・・・・50g
玉ねぎ ・・・・・・・80g
バター ・・・・・・・20g

（   コンソメスープの素 ・・2個　 水 ・・・・・・・・400ml
牛乳 ・・・・・・・・200ml
こしょう ・・・・・・・少々
パセリ ・・・・・・・・少々
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